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                                  資料４－１－①―１ 

 

（出典 平成 23 年度学生募集要項） 

資料４－１－①―２ 

学生募集要項に記載された準学士課程の学生受入方針 

 
（出典 平成 23 年度学生募集要項） 

基準４ 学生の受入                         

（１）観点ごとの分析                             

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像及び入学者選抜の基本方針等の入学者受入

方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定められ，学校の教職員に周知され

ているか。また，将来の学生を含め社会に理解されやすい形で公表されているか。 

（観点に係る状況） 

 教育目的（資料４－１－①―１）に沿ってアドミッション・ポリシーは明文化されており，学生

募集要項（資料４－１－①―２）やウェブサイト（資料４－１－①―３），学校概要（資料４－１

－①―４）に掲載され，社会に対して公表されている。              

 

学生募集要項に記載された準学士課程の教育目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－１－①―３ 

ウェブサイトに掲載された準学士課程の学生受入方針 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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また，中学校訪問や進学説明会（資料４－１－①―５），一日体験入学の際の説明会等において

も準学士課程のアドミッション・ポリシーを説明している。              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校からの編入学に関しても受入方針を明文化し，編入学案内（４－１－①―６）およびウェブ

サイトに掲載している。                            

 

資料４－１－①―４ 

学校概要に掲載された準学士課程の学生受入方針 

 

（出典 平成 23 年度本校学校概要） 

資料４－１－①―５ 

進学説明会資料に掲載された準学士課程の学生受入方針 

 

（出典 平成 23 年度進学説明会資料抜粋） 
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専攻科課程の受入方針は「専攻科入学者選考規程」（４－１－①―７）により明文化され，専攻

科募集要項（４－１－①―８）及びウェブサイトを通じて公開されている。 

 また，教職員の周知度に関するアンケート調査を行って，教職員への周知度の程度を調査してい

る（４－１－①―９）。                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－１－①―６ 

編入学生募集要項に掲載された学生受入方針 

 

（出典 平成 23 年度編入学生募集要項） 

資料４－１－①―７ 

専攻科入学者選考規程（抜粋） 

 (選考方針) 

第 2 条 専攻科は、当該専攻科の目的を達成し、及び教育目標を実現するため、当該専攻科へ入学を

志願する者のうちから、次に掲げる意欲、学力、及び経験有するものを選考するものとする。  

1. 広い視野と深い専門性を身につけた技術者として、将来、社会の発展及び公衆の福祉に寄与

する意欲を持った者  

2. 数学、自然科学、及び英語に関し、工学教育を受けるために必要な学力有する者  

3. 基礎的な工学の方法について、一定の指導と訓練を受け、一定の期間にわたって実践した経

験を有する者  

（出典 本校規則集） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 各段階のアドミッション・ポリシーは全て明文化され，冊子，ウェブサイト，口頭の対面プレゼ

ンテーションなど多様な手段を通じて、社会に対してわかりやすい形で公表されている。一方、教

職員に対しては、アドミッション・ポリシーの周知状況を把握するためにアンケート調査を実施し

ているが，アンケート結果から常勤教員の周知度が比較的高いものの、非常勤教員や事務職員，技

術職員の周知度が十分ではないので、さらなる周知の徹底を図る必要がある。     

資料４－１－①―８ 

専攻科生選抜方針 

（出典 平成 24 年度専攻科学生募集要項） 

資料４－１－①―９ 

教職員のアドミッションポリシーの周知度に関するアンケート調査結果 

（設問７）本校の「アドミッションポリシー」を知っていますか。 

＜回答＞ 

１．全く知らない ２．見聞きしたことはある ３．ある程度の内容まで知っている  

４．よく内容を知っている 

 

（設問８）本校専攻科の「入学者受入れ方針」を知っていますか。 

＜回答＞ 

１．全く知らない ２．見聞きしたことはある ３．ある程度の内容まで知っている  

４．よく内容を知っている 

         （％） 

    技術職員 事務職員 常勤教員 非常勤教員 

準学士

課程 

よく知っている 8.3 17.4 50 9.1 

ある程度知っている 58.3 13 35.4 36.4 

見聞きしたことはある 33.3 60.9 6.3 21.2 

全く知らない 0 8.7 8.3 30.3 

専攻科

課程 

よく知っている 8.3 8.7 41.7 6.1 

ある程度知っている 25 21.7 33.3 27.3 

見聞きしたことはある 25 39.1 22.9 36.4 

全く知らない 41.7 30.4 2.1 30.3 

（出典 平成 23 年 2 月実施 「本校の目的の周知等」に関する調査アンケート結果抜粋） 
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観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法

が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況） 

 準学士課程の学力選抜については，学力試験は全国の国立高専で統一の問題を使用することにな

っている。その中でこれまで，アドミッション・ポリシーを反映させる意図で，社会の代わりに数

学の配点を２倍にする「傾斜配点」と面接を行ってきたが（資料４－２－①―１），入試改善作業

の中で，学力試験の得点と本校入学１年後の学業成績との相関の分析結果（後出資料４－２－②―

５）等から，より本校に適性のある入学者を確保する観点で，平成24年度入試より傾斜配点と面接

の代わりに，学力検査に社会を含めて実施する予定である。  

 さらに，調査書記載事項（特別活動の実績等）を点数化する際にもアドミッション・ポリシーを

反映している（資料は訪問調査において提示）。 

準学士課程の推薦選抜については，上記学力選抜と同様，面接での口頭試問の内容及び調査書記

載事項の点数化にアドミッション・ポリシーを反映しているほか，適性テスト（資料４－２－①―

２）を実施してより確実な反映を図っている。 

高校からの編入学についても，資料４－１－①―６の受入れ方針（１）～（３）については面接

による口頭試問で，（４）については数学，英語の共通試験で，（５）については各学科が行う専

門試験で，そして（６）については面接によって,それぞれ確認している（資料４－２－①－３）。 

専攻科課程の選抜についても，資料４－１－①―８の選抜方針（１）を面接で，（２）を学力試

験で，そして（３）を口頭試問でそれぞれ確認している（資料４－２－①―４）。     

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－２－①―１ 

傾斜配点（平成 23 年度） 

（出典 平成 23 年度学生募集要項） 
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資料４－２－①―３ 

高校からの編入学試験の実施方法 

 

（出典 平成 23 年度編入学生募集要項） 

資料４－２－①―２ 

適性テスト見本（抜粋） 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料４－２－①―４ 

専攻科入学試験の実施方法 

 

 
（出典 平成 24 年度専攻科学生募集要項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 各段階の選抜において，それぞれアドミッション・ポリシーに基づいた選抜手段が可能な限り講

じられている。 

以上のことから、入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法

が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されている。 

 

観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行

われているかどうかを検証するための取組が行われており，その結果を入学者選

抜の改善に役立てているか。 

（観点に係る状況） 

 準学士課程では入試関係組織としてアドミッション委員会の下に入試広報小委員会と入試実行小

委員会が組織され，さらにその下に８つの部会が組織されている（資料４－２－②―１）。専攻科

にも入試実行委員会が存在する。アドミッション委員会と専攻科入試実行委員会において，各年度

の入試について準備から段階的に検討が重ねられており，前年度の検証・反省を活かして改善策を

講じている（資料４－２－②―２，３）。さらに，入学試験の成績と，本校入学１年後の学業成績

の相関を分析するなどして，学生の資質等を検証している（資料４－２－②―４，５）。  
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資料４－２－②―２ 

入試改善への取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校学内メール） 

                                    

 

 

 

資料４－２－②―1 

入試関係の組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課作成資料） 
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資料４－２－②―３ 

入試改善への取組状況 

平成２２年度 第１０回アドミッション委員会議事録 

 

日   時  平成２３年３月２３日（水） １６：００ ～１７：４０ 

場   所  校 長 室 

出 席 者  校長、副校長（教務主事）、校長補佐（学生主事）、校長補佐（寮務主事） 

機械工学科長、電気電子工学科長、電子制御工学科長、制御情報工学科長、 

物質工学科長、教養科長、調査書部会長、事務部長、学生課長 

 

学生課長から、前回議事要録の確認があった。（記録のとおり確認） 

 

議事要旨 

 

１．平成２３年度入試結果概要について 

副校長から、資料１に基づき結果概要（学科別成績及び地区別受験者数等）について報告が

あった。 

 

２．入学志願者の確保対策について 

校長から、資料２に基づき、入学志願者の確保対策案について説明があり、種々意見 

交換が行われ、次回アドミッション委員会で審議の上、決定することとした。 

 

３．平成２３年度入試改善意見等について 

副校長から、資料３に基づき改善意見等に対する対応案について説明があり、審議が必要と

なる事項については、今後、該当部署において検討を進めて行くこととした。 

 

４．推薦選抜における推薦書評価点について 

    ○○調査書部会長から、資料４に基づき、推薦選抜における推薦書評価点の取り扱いについ

て、報告があった。 

 

（出典 平成 23 年度第 10 回アドミッション委員会議事要録抜粋） 
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資料４－２－②―４ 

入試成績と１年時成績の比較分析結果（平成 21、22 年度入学生について）その１ 

 

注記：平成 21 年度入学生は内申点１４０点満点であり、平成 22 年度入学生より内申点３２０点

満点とした。 

 

１．内申点と１年学年末成績との相関 

  以下、図１～図５の横軸は内申点（45 満点）、縦軸は学年末成績平均点（100 満点）である。 

 

   
 

図１ M1  (左：平成 21 年度  右：平成 22 年度入学生) 

 

   

図２ E1  (左：平成 21 年度  右：平成 22 年度入学生) 

 

（図３，４，５はD1，S1，C1に関する同様のグラフであり省略） 

 

平成 21 年度と 22 年度の比較より読み取れる傾向 

１）いずれの場合も内申点と学年末成績との間には正の相関があり、内申点の高い学生は入学後に

おいても高成績を維持している傾向にある。 

２）平成 21 年度に比べ、平成 22 年度のほうが、内申点の低い（30 点近傍の）学生数が減って 

いる。 

 

（出典 平成 23 年度第１回アドミッション委員会資料抜粋） 
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資料４－２－②―５ 

入試成績と１年時成績の比較分析結果（平成 21、22 年度入学生について）その２ 

 

２．適性試験得点と１年学年末成績との相関 

  図６の横軸は適性試験得点（40 満点）、縦軸は学年末成績平均点（100 満点） 

  

図６ 適性試験得点 VS 学年末成績平均点（左：平成 21 年度 右：平成 22 年度） 

 

平成 21 年度、22 年度ともに、適性試験と学年末成績との間には正の相関があり、適性試験得点の

高い学生は入学後においても高成績を維持している傾向にある。 

 

３．学力試験得点と１年学年末成績との相関 

  図７の横軸は学力試験得点（500 満点）、縦軸は学年末成績平均点（100 満点） 

  

図７ 学力試験得点 VS 学年末成績平均点（左：平成 21 年度  右：平成 22 年度） 

 

 入試学力試験得点と学年末成績の間には正の相関は見られない。 

                                        以上 

 

（出典 平成 23 年度第１回アドミッション委員会資料抜粋） 
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（分析結果とその根拠理由） 

毎年のアドミッション委員会において必ず前年度の反省が行われ，その上に立った改善策が議論

されており，入学志願者も定員の平均1.5～1.9倍を維持している。  

  アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを検証するための

取組が行われており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているといえる。     

 

観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われる等，入学定員

と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況） 

 最近の実入学者数は，準学士課程においては入学定員を大幅に超える，又は下回る状況にはなっ

ていない。専攻科課程において実入学者数が募集人員を超えている専攻があるが，専攻科全体では

平均1.4～1.7倍程度であり，絶対数が少ないため教育活動上に特段の支障を生じていない（資料４

－３－①―１）。準学士課程では，入学定員と実入学者数との間に大きな隔たりを生じないように， 

１日体験入学や高専祭での体験授業，各地での進学説明会を実施している（資料４－３－①―２）。

また,入試広報用冊子「NCT Today 2010」を１万２千部，入試広報用リーフレット「NCT Today 

INTRODUCTION」を６万８千部作成し，県内外の中学校に送付し，リーフレットについては３年生全

員への配布を依頼している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－３－①―１ 

準学士課程および専攻科課程における過去５年間の学生入学状況 
 

学 科 
平成 19 年度 平成 20 年度 

募集人員 志願者 入学者 倍率 募集人員 志願者 入学者 倍率 

機 械 工 学 科 40(20） 60(24) 42(20) 1.4(1.2) 40(20） 81(19) 42(20) 1.9(1.0) 

電気電子工学科 40(20） 59(19) 43(19) 1.4(1.0) 40(20） 69(19) 42(20) 1.6(1.0) 

電子制御工学科 40(20） 65(26) 43(20) 1.5(1.3) 40(20） 76(30) 43(20) 1.8(1.5) 

制御情報工学科 40(20） 55(30) 42(20) 1.3(1.5) 40(20） 77(30) 42(20) 1.8(1.5) 

物 質 工 学 科 40(20） 75(36) 43(20) 1.7(1.8) 40(20） 78(43) 41(20) 1.9(2.2) 

計 200(99) 314(135) 213(99) 1.5(1.4) 200(100) 381(141) 210(100) 1.8(1.4) 

 

学 科 
平成 21 年度 平成 22 年度 

募集人員 志願者 入学者 倍率 募集人員 志願者 入学者 倍率 

機 械 工 学 科 40(20） 68(13) 42(19) 1.6(0.7) 40(20） 63(20) 40(20) 1.6(1.0) 

電気電子工学科 40(20） 69(15) 41(20) 1.7(0.8) 40(20） 74(20) 42(20) 1.8(1.0) 

電子制御工学科 40(20） 69(27) 42(20) 1.6(1.4) 40(20） 71(22) 42(20) 1.7(1.1) 

制御情報工学科 40(20） 82(29) 41(20) 2.0(1.5) 40(20） 69(31) 42(20) 1.6(1.6) 

物 質 工 学 科 40(20） 81(41) 41(20) 2.0(2.1) 40(20） 71(34) 42(20) 1.7(1.7) 

計 200(100) 369(125) 207(99) 1.8(1.3) 200(100) 348(127) 208(100) 1.7(1.3) 

（ ）は推薦選抜による内数 

 

（出典 平成本校公式ウェブサイト） 
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学 科 
平成 23 年度 

募集人員 志願者 入学者 倍率 

機 械 工 学 科 40(20） 56(19) 41(20) 1.4(1.0) 

電気電子工学科 40(20） 54(20) 41(20) 1.4(1.0) 

電子制御工学科 40(20） 53(20) 42(20) 1.3(1.0) 

制御情報工学科 40(20） 60(25) 42(20) 1.5(1.3) 

物 質 工 学 科 40(20） 75(42) 42(20) 1.9(2.1) 

計 200(100) 298(126) 208(100) 1.5(1.3) 

（ ）は推薦選抜による内数 

 

専 攻 科 
平成 19 年度 平成 20 年度 

募集人員 志願者 入学者 募集人員 志願者 入学者 

機械・電気システム工学専攻 8 29 13 8 25 11 

制御・情報システム工学専攻 8 29 12 8 35 14 

応用物質工学専攻 4 16 7 4 15 8 

計 20 74 32 20 75 33 

 

専攻科 
平成 21 年度 平成 22 年度 

募集人員 志願者 入学者 募集人員 志願者 入学者 

機械・電気システム工学専攻 8 24 11 8 31 12 

制御・情報システム工学専攻 8 27 11 8 34 16 

応用物質工学専攻 4 21 8 4 9 5 

計 20 72 30 20 74 33 

 

専攻科 
平成 23 年度 

募集人員 志願者 入学者 

機械・電気システム工学専攻 8 31 12 

制御・情報システム工学専攻 8 27 12 

応用物質工学専攻 4 4 3 

計 20 62 27 

 

（出典 平成 20～23 年度本校学校概要） 
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資料４－３－①－２ 

広報活動 

 

（出典 広報紙 NCT Today 2010） 
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（分析結果とその根拠理由） 

準学士課程では，入学定員と実入学者数との関係は適正に管理されている。専攻科課程において

専攻科の実入学者数が定員を超えている専攻があるが，これは同専攻を志願する者に比べて定員が

僅少（８名）であるためであり，教育活動上特段の支障を生じていない。 

活発に広報活動を行うことにより，入学定員と実入学者数との間の適正な関係が維持されている。  

 

（２）優れた点及び改善を要する点                           

（優れた点） 

入学者選抜の全ての段階（準学士課程１年生，準学士課程３年生または４年生編入学，専攻科課

程）においてアドミッション・ポリシーを明文化し，冊子，ウェブサイト，口頭のプレゼンテーシ

ョンなど様々な手段を通じて、将来の構成員を含めた社会に対して周知を図る取組がなされている。                                  

（改善を要する点） 

事務職員や技術職員，非常勤教員に対するアドミッション・ポリシーの周知徹底が必ずしも十分

ではないので、改善の余地がある。 

  

（３）基準４の自己評価の概要                            

 入学選抜の全ての段階（準学士課程１年生，準学士課程３年生または４年生編入学，専攻科課

程）においてアドミッション・ポリシーは明文化されており，学生募集要項やウェブサイトに掲載

され，社会に対して広く公表されている。また，中学校訪問や進学説明会等においても準学士課程

のアドミッション・ポリシーを説明し，周知が図られている。アンケート結果から常勤教員の周知

度が比較的高いものの、非常勤教員や事務職員，技術職員の周知度が十分ではないので、さらなる

周知の徹底を図る必要がある。 

  準学士課程の学力選抜については，これまで，数学の配点を２倍にする「傾斜配点」や面接を行

ってきたが，より本校に適性のある入学者を確保するという観点から，平成24年度より傾斜配点と

面接の代わりに，学力検査に社会を含めて実施する予定である。さらに，調査書記載事項（特別活

動の実績等）を点数化する際にもアドミッション・ポリシーを反映している。準学士課程の推薦選

抜については，面接での口頭試問の内容及び調査書記載事項の点数化にアドミッション・ポリシー

を反映しているほか，適性試験を実施してより確実な反映を図っている。高校からの編入生につい

ては，受入れ方針の各項目を試験問題等へ反映させている。専攻科選抜については，選抜の基本方

針を面接・筆記試験・口頭試問の各方法に反映している。 

 入試方法の改善については，アドミッション委員会および専攻科入試実行委員会において，各年

度の入学試験について準備から段階的に検討が重ねられており，前年度の検証・反省を活かして改

善策を講じている。 

 準学士課程においては，入学定員と実入学者数との関係は適正に管理されている。専攻科課程に

おいて実入学者数が定員を超えている専攻があるが，これは同専攻を志願する者に比べて定員が僅

少（８名）であるためであり，専攻科全体では平均1.4～1.7倍程度である。教育活動上特段の支障

を生じていない。広報活動として１日体験入学や高専祭での体験授業，各地での進学説明会を実施

し，入学定員と実入学者数との間に大きな乖離が生じないように努めている。また, 入試広報用冊

子「NCT Today 2010」を１万２千部，入試広報用リーフレット「NCT Today INTRODUCTION」を６万

８千部作成して県内外の中学校に送付し，中学生への周知を図っている。  
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